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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】非結核性抗酸菌感染症である Mycobacterium avium co plex（MAC）感染症は結核など抗酸菌感染症の
約２０％を占める。MACは環境菌であり、普遍的に存在する。確定診断には病原体検出のみならず、臨床経過を
考慮するため、長期間を要する。また、従来の抗酸菌に対する血清診断法では肺 MAC感染症と肺結核や
M.kansasi感染症との鑑別は困難であった。従って、肺MAC感染症の診断に苦慮することが多い。本研究はMAC
特異的細胞壁表層糖ペプチド脂質（GPL）抗原に対する液性免疫応答を基盤とした肺 MAC感染症特異的な迅速・
簡便血清診断法の開発を目的とした。 
【方法】MAC標準菌株からGPLを単離・精製後、酵素抗体法により、血清抗GPL-免疫グロブリンG（IgG）抗体
を測定した。米国胸部疾患学会の診断基準に合致した肺MAC感染症：78例、MACcolonization（診断基準に合致
しない菌陽性例）:12例、M.kansasii感染症：30例、結核：72例および健常者：131例を対象とした。 
【結果】GPL抗原を用いた酵素抗体法（血清採取から判定まで所要時間:約 2時間）における肺 MAC感染症の
抗GPL抗体価はMAC colonization,M.kansasii感染症、肺結核および健常者の抗GPL抗体価に比し、有意（p
＜0.0001）に上昇していた。肺MAC感染症に対する感度は92.3％、特異度は98.5％であり、感度および特異度
ともに良好な成績を示した。また、陽性予測力（陽性適中力：陽性結果が出た場合、当該疾患の存在する確率）
は 90.0％、陰性予測力（陰性適中力：陰性結果が出た場合、当該疾患の存在しない確率）は 97.5％であった。
さらに、肺MAC感染症患者において抗微生物化学療法により菌所見が陰性化した場合、抗体価が治療前に比し、
有意に低下した。すなわち、血清抗GPL抗体価は疾患活動性を反映していた。 
【結論】GPL抗原を用いた酵素抗体法による血清診断は迅速・簡便であり、MAC感染症の診断や疾患活動性の評
価に有用である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
  非結核性抗酸菌感染症であるMycobacterium avium co plex（MAC）感染症は結核など抗酸菌感染症の約20％
を占める。MACは普遍的に存在する環境菌であり、確定診断には病原体検出のみならず、臨床所見や経過を考慮
するため、長期間を要する。従来、抗酸菌感染症の血清診断法では肺MAC感染症と肺結核やM.kansasii感染症
との鑑別は困難であった。従って、肺 MAC感染症の診断に苦慮することが多い。本研究は MAC特異的細胞壁表
層糖蛋白脂質（GPL）抗原に対する液性免疫応答を基盤とした肺 MAC感染症特異的な迅速・簡便血清診断法の開
発を目的とした。 
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 GPL抗原を用いた酵素抗体法（血清採取から判定まで所要時間：約2時間）における肺MAC感染症の抗GPL抗
体価は MACcolonization（菌陽性、しかし、無病変）、M.kansasii感染症、肺結核および健常者の抗 GPL抗体
価に比し、有意（p＜0.0001）に上昇していた。肺 MAC感染症に対する感度は 92.3％、特異度は 96.7％であり、
感度および特異度ともに良好な成績を示した。また、陽性予測力（陽性適中力：陽性結果が出た場合、当該疾患
の存在する確率）は 90.0％、陰性予測力（陰性適中力：陰性結果が出た場合、当該疾患の存在しない確率）は
97.5％であった。さらに、肺 MAC感染症患者において抗微生物化学療法により菌所見が陰性化した場合、抗体
価が治療前に比し、有意に低下した（p＜0.05）。   
 すなわち、血清抗GPL抗体価は疾患活動性を反映していた。  
本研究から、著者はGPL抗原を用いた酵素抗体法による血清診断が迅速・簡便であり、MAC感染症の診断や疾
患活動性の評価に有用であることを明らかにした。よって、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると
判定される。 
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